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研究成果の概要（和文）：本研究は、特別支援学級の児童生徒が自分自身の音楽性や感性を使いながら主体的に
学習に参加したり、音楽を通して他者と関わったりしたりするための基盤となる「自立活動」の音楽カリキュラ
ムの開発研究である。中学校特別支援学級における音楽療法的視点を取り入れた「自立活動」（「音楽の時
間」）の実践を通して、音楽療法、音楽科教育、特別支援教育の観点で分析による「音楽の時間」の構造と機能
の解明、質問紙調査によって音楽を用いた「自立活動」の実態の一端を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study is part of music curriculum development research for "
Self-reliance Activities” (Jiritsu Katsudou) for junior high school students enrolled in special 
education classes. It aims to provide the foundation for positive participation in learning 
activities using self- musicality and sensibility, and to foster consciousness of others, 
communication with them, and development of relationships through music activities. The study used a
 questionnaire survey to examine the structure and function of the “Our Music Time” part of 
Jiritsu Katsudou from the perspectives of music education and music therapy, and analyzed the 
efficacy of using music in special education.

研究分野：音楽科教育

キーワード： 音楽教育　特別支援教育　音楽科教育　自立活動　音楽療法　インクルーシブ教育　他職種との連携

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，特別支援学級における音楽を用いた「自立活動」において，音楽療法的な視点を用いることや即興表
現を活用することで，児童生徒の心理的安定や自己表現の促進，他者との関係性の構築等に有効であることを明
らかにした。また，こうした考え方を基に児童生徒の生活文化にある題材を用いた表現活動を行う事は，特別支
援学級外の児童生徒や教員，地域の人々との関りを促すことになり，インクルーシブ教育としての可能性を有し
ていると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 2014年 2月、「障害者の権利に関する条約」の効力が我が国においても発生し、インクルーシ
ブ教育システムの構築が目指されるようになった。この考え方を具現化したものとして「交流及
び共同学習」が挙げられ、国立特別支援教育総合研究所の調査（2008）によれば、音楽科は、実
施率が最も高く、知的障害に絞れば約 9 割の学校で実施されている教科である。しかしながら
「交流及び共同学習」に関する先行研究をみると、障害のある児童生徒の主体的な参加を促すた
めの環境整備や支援の在り方に関するものが中心であり（篠原、杉谷（2007）松田（2009）尾崎
（2014）等）、支援学級の児童生徒が潜在的にもつ音楽性や可能性を引き出すような指導・支援
の検討が看過されてきたとも言えよう。つまり、支援学級の児童生徒が支援の対象者としてのみ
捉えられるのではなく、彼らが自身のもつ音楽性や豊かな感性を開花させ、学習活動に主体的に
関わるような基盤づくりのための理論的実践的研究が必要不可欠と考えた。その際、障害による
学習上又は生活上の困難の改善・克服を目的とした特別の指導領域であり、音楽科や音楽活動あ
るいは音楽療法と関連づけた先行事例（川崎（2015）渡邊（2015）尾崎（2015）等）を見ること
ができる「自立活動」に着目した。 
 応募者は 2013年から中学校特別支援学級の「自立活動」の時間に音楽療法の手法を用いた音
楽活動「音楽の時間」（以下、「音楽の時間」）を行っている。特別支援学級の児童生徒は、「交流
及び共同学習」をはじめインクルーシブ教育の最前線にいる存在である。彼らは、年齢が上がる
とともに友人たちと発達面での差が開き、関係性を築くことが難しくなったり、自らの障害を自
認することができず生きにくさを感じたりすることが多くなる。特別支援学級の児童生徒たち
が学校生活の中で居場所を感じながら真の意味で共生できるためには、まず彼ら自身が緊張を
ほぐし心理的安定を保てるようになること、自己を受容し伸び伸びと自己表現できるようにな
ること、他者理解を深め関係性を築いていくことなどが必要であった。「音楽の時間」は、特別
支援学級の生徒にとって上述のような安心できる場になっているだけでなく、彼らのユニーク
な即興表現など豊かな音楽性を発見でき、教員にとっては生徒理解の場となっていた。さらには、
「生活単元学習」と結びつけた創作活動を行い、「音楽の時間」外の場で発表するなど、「自立活
動」の枠を越えた様々な機能や可能性があることが明らかになってきた（上野、菅、山崎（2015））。 
 また、「音楽の時間」は、近年の音楽療法界において注目されているコミュニティ音楽療法に
通じるものがあると考えた。コミュニティ音楽療法は、音楽療法室という閉じられた空間内での
営みから外の世界に積極的に参入していくという、より開かれた形で音楽療法の場を広げよう
とするものである。そしてコミュニティのもつ音楽文化にただ参加するのではなく、クライエン
トのもつ音楽性が存分に発揮されること、相互に影響し合い創造的に働きかけ合える関係を築
いていくことを重視しており、クライエントが音楽をとおしてコミュニティの中の価値ある 1人
として共生していくことを目指している。このようなコミュニティ音楽療法の考え方はインク
ルーシブ教育とも通じるものがあり、特別支援学級における音楽療法を取り入れた「自立活動」
は、特別支援学級の児童生徒たちにとって安心して自己表現や他者との交流ができる場になる
だけでなく、自身の創造性や音楽性を発見・育成し、特別支援学級外の世界と繋がるきっかけの
場になると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、特別支援学級の児童生徒が支援の対象者としてのみ捉えられるのではなく、自身の
もつ音楽性や豊かな感性を開花させ主体的に学習活動に関わり、音楽を通して特別支援学級外
の人々や事物と関わるための基盤となる「自立活動」の音楽カリキュラムを開発・検証すること
を目的とした。その際、音楽療法の理論や手法を取り入れることで、自己表現や他者との交流が
安心してできる場を作るとともに、共同体の構成員一人ひとりが価値ある存在であることを前
提に、音楽を通して相互に影響し合い創造的に働きかけ合うコミュニティ音楽療法の考え方を
援用する。そして、開発したカリキュラムとそれに基づいた音楽活動を特別支援学級で実践・検
証することで、インクルーシブ教育システムを構築するための方途を提示することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、「自立活動」における音楽カリキュラムの開発・検証として、①中学校特別支援
学級における音楽療法的視点を取り入れた「自立活動」（「音楽の時間」）の実践、②音楽療法、
音楽科教育、特別支援教育の観点からの分析による「音楽の時間」の構造と機能の解明、③質問
紙調査による実態把握を行った。 
 ①「音楽の時間」の実践については、各実践校において、年 5回程度、1回につき 60分～120
分程度の音楽活動を行った。なお、毎時間ビデオ 2台による録画を行うとともに、学級担任とは
事前の情報共有や意見交換を行うとともに、活動後の振り返りや助言等をもらった。また、参加
した生徒や担任以外の教員、大学生についても活動終了後に感想を書いてもらい、次の活動を考
案する際の参考および検討材料とした。 
 ②「音楽の時間」の構造と機能の解明については、①の実践を録画したデータを分析し、年度
ごとに視点を変えて実践を分析した（詳細は 4．研究成果（2）にて後述）。 
 ③質問紙調査による実態把握については、和歌山県内の特別支援学校教員を対象に、音楽科お
よび音楽による「自立活動」に関する質問紙調査を行った（詳細は 4．研究成果（3）にて後述）。 
 



４．研究成果 
（１）中学校特別支援学級における音楽療法を取り入れた「自立活動」（「音楽の時間」）の実践 
 2013 年より行っている中学校特別支援学級での「音楽の時間」の実践を継続し、これまでの
取り組みを踏襲しながら、音楽療法的視点を取り入れた即興的な音楽活動を考案・実施し、生徒
たちの実態に応じて ICTを活用した即興表現や造形・身体表現等を融合させた活動等を行った。
また、2017 年度には、実施校が 1 校増えたことで、隣接する小学校特別支援学級の生徒も参加
する機会を得ることとなり、小中接続の観点も含めた活動を展開した。さらに、2018 年度から
は、生徒たちの地域文化に関わる題材を用い、生徒たちの感性を活かすような表現活動を取り入
れた音楽劇にも取り組み、文化祭で発表することも「音楽の時間」の活動として行った。各年度
の「音楽の時間」の取り組みの成果は、『和歌山大学教育学部連携事業成果報告書』において公
表した。 
 
（２）音楽療法、音楽科教育、特別支援教育の観点からの分析による「音楽の時間」の構造と機
能の解明 
 「音楽の時間」の取り組みは全てビデオ録画で記録するとともに、また参加者には活動終了後
に感想を書いてもらっている。したがって、これらの映像および感想の分析をもとに、以下の 4
つの観点から「音楽の時間」の構造と機能について解明を試みた。 
 
 1）「音楽の時間」における即興音楽活動の機能について 
 2016 年度には、これまでの「音楽の時間」において生徒たちが特に好み、没入した 2 つの即
興音楽活動を取り上げ、映像記録の分析を通して自己肯定感や安心感、自己表現能力を引き出し
ていく即興音楽活動の構造とその特性に着目した。これら 2 つの即興音楽活動は①活動の始ま
りと終わりが視覚的に明示されていること、②安心して即興的な音楽表現を行うだけでなく、よ
り積極的に自身の奏でる音への探求や音を通した他者との交流を促す音楽的支えがあること、
③ペアになり片方の即興表現を模倣することで、他者との関わりを促す仕掛けになるとともに、
役割を順次入れ替えることで関係が固定化されないため、表現自体をアップデートするように
なること。さらにはこうした過程において「殻」を破ったユニークな表現生まれ、そこで起きた
「笑い」が参加者同士を結び付け協働的な音楽空間を創り出すこと、④操作がしやすく音色・音
量等に配慮した楽器の選定がされるとともに、空間を自由に動いて表現することで、音による出
会いと交流が促されること、等が明らかになった。本内容は、“A Musical Therapeutic Approach 
for Children with Disabilities in Special Education Classes in an Ordinary Junior High School”（2016）
として投稿し、掲載された。 
 2）「音楽の時間」における自閉症児の自己表現と他者との関係性の形成について 
 2017年度には、「音楽の時間」に参加している 2名の自閉症児に焦点をあて、音楽療法的活動
において、自己表現、他者との関係性の形成、という２つの課題を設定し、映像記録や担任のコ
メントをもとに、第 1に生徒たちの表現活動の様子の分析、第 2にそれらを引き出す音楽療法的
活動の構造と特性の解明を目的とした。その結果、音楽療法的な活動は半定形化（ゆるやかなル
ールと即興表現による）した楽曲構造や活動によって成立しており、それが自閉症児たちの上記
2 つの課題に対し有効性を明らかにした。また知的障害児学級と自閉症児学級での合同活動は、
多様な価値観の共有にも有効であり、インクルーシブ教育の実践にもつながることを指摘した。
本内容は、“Musical Therapeutic Activities for Students of a Junior High School Special Needs 
Education Class Including Children with Autism Spectrum Disorders”（2017）として投稿し、掲載
された。 
 3）「音楽の時間」における担任と大学教員との協働について 
 2018年度には、「音楽の時間における」大学教員と中学校特別支援学級の担任教員との協働に
ついて、この活動における特定の生徒（生徒 A）の変容過程と担任教員と大学教員のかかわり方
を明らかにした上で、大学と地域の学校が連携して特別支援教育の実践研究をすすめることの
意義と課題の一端を明らかすることを目的とした。取り上げた実践では、①音楽療法的活動によ
って、生徒 A の心身の解放や自己表現の試みが生まれ、活動の有効性が確認できたこと、②そ
の背景には、担任教員の特別支援教育の実践家としての専門性と大学教員が持ち込む音楽療法
的視点という新しい知が掛け合わされ、総合的な知見が生み出されていたことを明らかにした。 
この総合的な知見は、専門性の異なる二者の連携の中でアセスメント・実践・反省のサイクルの
中で更新されており、ここに複数機関の連携していくことの意義があることを指摘した。本内容
は、“Utilizing University、 and Special Needs Education Resources and Musical Therapeutic Activities 
and Self-reliance Activities at Public School Elementary / Intermediate Special Needs Classes、 and a 
University-related and Other Special Needs Schools”（2018）として投稿し、掲載された。 
 4）音楽カリキュラムとしての「音楽の時間」における音楽活動の位置づけ 
 2019年度には、これまでの「音楽の時間」での音楽活動、および 2018年度から始めた、生徒
たちの地域文化に関わる題材を用い、生徒たちの感性を活かすような表現活動を取り入れた音
楽劇の取り組みについて、これらが「自立活動」の音楽カリキュラム内でどのように位置づくの
かについて検討を行った。その結果、生徒たちの心理的安定や、他者との関係性の構築、また自
己および他者理解としての場になる音楽活動と、地域文化という共通項で特別支援学級外の生
徒や地域の人々と関わり・繋がる音楽活動があること、その際に特別支援学級の生徒たちの感じ



方捉え方を保障するような即興表現活動が鍵になることを指摘した。本内容については、日本音
楽教育学会第 50回大会（2019）において、一部を紹介する形で発表した。 
 
（３）質問紙調査による実態把握 
 2019年度には、県内の特別支援学校教員を対象に音楽科および音楽を用いた「自立活動」
に関する実態調査を行った。音楽を用いた「自立活動」特徴等を明らかにし、この調査の一
部は修士論文としてまとめられたが、引き続き分析を進める必要がある。 
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